
活発な交流機会の創出
人
財
育
成組

織
強
化

旅
ホ
連
会
員
の
福
利
厚
生
制
度

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

優
秀
な
人
材
の
確
保
と

従
業
員
の
長
期
定
着
化

人
財
・
組
織

強
化
委
員
会

人
手
不
足
対
策
へ
の

積
極
的
取
り
組
み
　

リ
ス
ク
へ
の

対
応
強
化

旅
館
経
営
人
財

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

日
本
の
宿

お
も
て
な
し
検
定
　

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
検
定

・
和
食
検
定
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田村長官を表敬訪問する小口・おもてなし検定委員長
（写真左から３人目）と上級合格者

日本の宿　おもてなし検定の
チラシ

製
作
し
た
マ
ン
ガ
冊
子
（
上
）
と
２
０
１
７
年
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理

事
長
＝
福
田
朋
英
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
会
長
）
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
会
員
の
み
が
享
受
で
き

る
「
高
水
準
の
福
利
厚
生
制

度
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、
２

０
１
７
年
６
月
に
満

周
年

を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
、
加
入
員
の

た
め
に
災
害
補
償
や
給
付
内

容
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増

や
す
な
ど
、
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。

　
現
在
、
旅
ホ
連
共
済
の
加

入
会
員（
約
１
９
２
０
会
員
）

の
う
ち
、
設
立
当
初
か
ら


年
継
続
加
入
し
て
い
る
会
員

は
約
２
０
０
会
員
と
な
っ
て

い
る
。

年
度
の
支
部
総
会

で
、
こ
の

年
継
続
加
入
施

設
に
対
し
て
「
旅
ホ
連
組
織

の
福
利
厚
生
制
度
の
向
上
へ

の
多
大
な
る
支
援
」
を
感
謝

し
て
表
彰
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
今
年
度
は
、
設
立

周
年

を
記
念
し
て
、
マ
ン
ガ
の
冊

子
「
知
っ
て
得
す
る
！
　
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
ご
案

内
」
を
作
成
し
、
よ
り
制
度

の
内
容
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

旅
ホ
連
の
す
べ
て
の
会
員
に

マ
ン
ガ
冊
子
を
配
布
し
た
。

　

年
度
の
慶
弔
・
見
舞
金

の
給
付
額
は
約
６
３
０
０
万

円
（
前
年
比
１
０
５
％
）
。

死
亡
・
後
遺
障
害
の
保
険
金

は
約
１
０
５
万
円
が
加
入
員

に
支
払
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
は
熊
本
地
震
災
害
を
機

と
し
て
「
自
然
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合

の
見
舞
金
」
と
す
る
特
別
災

害
見
舞
金
が
新
た
な
制
度
と

し
て
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、

福
利
厚
生
と
併
せ
て
相
互
扶

助
の
精
神
が
第
一
と
い
う
概

念
か
ら
、
旅
ホ
連
共
済
を

「
非
常
時
に
役
に
立
つ
」
制

度
と
し
て
改
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旅
ホ
連
共

済
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
に
加

盟
す
る
施
設
の
代
表
が
本
部

役
員
と
な
り
、施
設
経
営
者
、

従
業
員
を
第
一
に
、
機
動
力

を
発
揮
し
て
、
柔
軟
な
制
度

運
営
を
し
て
い
る
。

　

年
度
も
、
引
き
続
き
高

水
準
の
旅
ホ
連
共
済
制
度
を

維
持
、
向
上
さ
せ
る
。
そ
の

た
め
に
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
必
要
不
可
欠
だ
。
す
で

に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
各
支

部
、
支
部
連
合
会
は
、
旅
ホ

連
共
済
加
入
員
の
維
持
、
拡

大
に
向
け
た
加
入
促
進
目
標

を
持
っ
て
、
次
の

年
に
向

け
て
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
。

　
経
営
に
は
優
秀
な
人
材
確

保
と
従
業
員
の
長
期
定
着
化

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、

給
与
の
他
に
福
利
厚
生
制
度

は
働
く
側
の
大
き
な
関
心
ご

と
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

旅
ホ
連
加
盟
施
設
の
従
業
員

で
あ
れ
ば
外
国
人
も
加
入
が

可
能
で
、
年
々
そ
の
加
入
員

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
加

入
費
は
個
人
負
担
も
で
き

る
。

　
優
秀
な
人
材
確
保
、
従
業

員
の
長
期
定
着
化
、
Ｅ
Ｓ
向

上
に
〝
旅
ホ
連
会
員
だ
け
が

享
受
で
き
る
〟
旅
ホ
連
共
済

を
経
営
に
最
大
限
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
働
き
掛
け
て

い
る
。

　
全
国
の
支
部
長
の
要
望
と
し

て
多
い
の
は
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
声
」
だ
。

５
月

日
に
は
東
京
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ

本
社
で
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
実
務
者
と
旅

ホ
連
の
若
手
経
営
者
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
が
実
現
。
約
１
２
０
人

が
参
加
し
、
活
発
な
交
流
と
懇

親
を
行
っ
た
。
秋
に
は
第
２
弾

と
し
て
大
阪
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
員
施
設
の
経
営
的

な
課
題
で
あ
る
「
人
手
不
足
対

策
」
や
自
然
災
害
な
ど
の
「
リ

ス
ク
対
応
」
の
取
り
組
み
も
継

続
し
て
進
め
て
い
く
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
四
つ

の
柱
の
う
ち
人
財
育
成
、
組
織

強
化
に
つ
い
て
取
り
組
む
「
人

財
・
組
織
強
化
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
支
部
連

合
会
か
ら
地
域
の
実
情
と
課
題

を
吸
い
上
げ
、
本
部
施
策
へ
の

提
言
を
含
め
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
の

戦
略
的
な
議
論
」
を
行
う
。

　
人
財
育
成
は
「
質
の
向
上
」

で
あ
り
、
組
織
強
化
の
一
策
で

あ
る
人
手
不
足
対
策
は
「
量
の

維
持
、
拡
大
」
へ
の
取
り
組
み

だ
。
会
員
施
設
の
社
員
、
パ
ー

ト
の
採
用
、
雇
用
継
続
の
た
め

に
人
財
・
組
織
強
化
委
員
会
を

通
じ
て
施
策
を
確
立
す
る
。

　

年
度
か
ら
旅
ホ
連
共
済
は

人
財
・
組
織
強
化
委
員
会
の
活

動
と
し
て
位
置
づ
け
、
人
財
の

確
保
と
長
期
定
着
に
一
層
貢
献

し
て
い
く
事
業
と
し
て
い
く
。

　
国
内
の
経
済
状
況
の
改
善
な

ど
も
あ
り
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業

界
の
人
手
不
足
に
拍
車
が
掛
か

っ
て
い
る
。
中
で
も
自
分
の
時

間
や
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
を

重
視
す
る
若
い
世
代
の
確
保
は

難
し
い
。
働
く
場
と
し
て
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
魅
力
を
高
め
、

さ
ら
に
は
そ
の
魅
力
を
若
い
世

代
に
伝
え
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
そ
の
解
決
策

の
一
つ
と
し
て
今
年
２
月
に
Ｊ

Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル
カ
レ

ッ
ジ
（
東
京
都
豊
島
区
）
で
、

旅
館
業
を
就
職
先
候
補
に
し
て

も
ら
う
た
め
の
説
明
会
を
開
い

た
。
２
日
間
の
日
程
に
同
校
の

学
生
１
０
０
人
が
参
加
。
東
北

か
ら
沖
縄
ま
で
の
会
員
旅
館
・

ホ
テ
ル

施
設
が
就
職
の
メ
リ

ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
説
明
会
で
は
参
加
旅
館
を
代

表
し
て
石
花
海
（
静
岡
県
・
稲

取
温
泉
）
の
定
居
宏
康
常
務
が

「
旅
館
で
働
く
魅
力
」
に
つ
い

て
「
旅
館
で
の
仕
事
の
や
り
が

い
は
お
客
さ
ま
か
ら
の
『
あ
り

が
と
う
』
と
い
う
言
葉
」
と
強

調
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
自
由
に
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
し
、
規
模

も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
か
ら
や

り
が
い
が
あ
る
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、
「
旅
館
の
こ
と
も
考

え
た
上
で
就
職
活
動
に
取
り
組

み
た
い
」と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　
同
校
で
の
旅
館
就
職
説
明
会

は

年
に
も
開
催
。
説
明
会
を

き
っ
か
け
に
２
人
が
旅
館
に
内

定
す
る
成
果
が
あ
っ
た
。

　
地
域
で
の
取
り
組
み
も
加
速

し
て
い
る
。
中
部
支
部
連
合
会

で
は
３
月
に
名
古
屋
観
光
専
門

学
校
ホ
テ
ル
学
科
と
旅
行
学
科

の
学
生
約

人
を
対
象
に
旅
館

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
「
未

来
委
員
会
人
財
育
成
分
科
会
」

の
メ
ン
バ
ー
６
人
が
参
加
し
、

「
旅
館
の
仕
事
と
は
　
旅
館
で

の
働
き
甲
斐
」
を
テ
ー
マ
に
説

明
し
た
後
、
個
別
の
施
設
説
明

と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
学
生

に
は
大
変
好
評
で
、
「
こ
れ
ま

で
考
え
も
し
な
か
っ
た
旅
館
で

の
就
業
を
選
択
肢
に
加
え
た

い
」と
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
静
岡
支
部
単
独
で

も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
カ
レ
ッ

ジ
と
東
京
観
光
専
門
学
校
で
説

明
会
を
実
施
。
今
後
、
大
阪
で

の
開
催
も
検
討
し
て
い
る
。

　
今
年
度
も
同
様
の
取
り
組
み

に
よ
り
人
手
不
足
の
解
消
に
取

り
組
む
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
人
財
・
組
織
強
化
委

員
会
で
討
議
す
る
予
定
だ
。

　
多
様
化
す
る
会
員
施
設
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
今
年
も
そ
の

回
避
に
力
を
傾
け
る
。

　
昨
年
の
「
自
然
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
続
き
、
今
年
は

各
会
員
に
「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
付
し
た
。
自

館
で
の
消
防
訓
練
時
な
ど
を
利

用
し
、
定
期
的
に
読
み
合
わ
せ

を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

必
要
な
基
本
動
作
の
定
着
に
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

　
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害

は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
が
、
旅
ホ

連
事
務
局
で
は
「
平
常
時
に
こ

う
し
た
準
備
を
重
ね
、
い
ざ
と

い
う
時
の
対
応
面
で
強
く
な
る

必
要
が
あ
る
」
と
会
員
に
訴
え

て
い
る
。

　
地
域
創
生
へ
の
動
き
が
本
格

化
し
、
宿
泊
施
設
が
地
域
経
済

の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る

中
、
よ
り
良
い
人
材
が
多
く
集

う
よ
う
、
単
価
ア
ッ
プ
を
し
つ

つ
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
だ
。
そ
こ
で
旅
ホ
連
で
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
支
援
で
運
営
さ
れ
て

い
る
一
般
社
団
法
人
「
旅
館
経

営
人
財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

研
修
や
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が
主

導
し
て
き
た
「
日
本
の
宿
　
お

も
て
な
し
検
定
」
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ホ

テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」
の

認
定
資
格
取
得
の
奨
励
な
ど
を

通
じ
て
、
旅
ホ
連
会
員
の
宿
泊

施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宿

泊
業
界
全
体
の
価
値
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

　
今
年
度
の
経
営
人
財
育
成
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー

発
足
の
原
点
で
あ
る
次
世
代
経

営
者
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、
旅

ホ
連
会
員
の
要
望
に
応
え
る
人

財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
多
数
計

画
。
人
財
育
成
の
底
上
げ
の
一

助
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
こ
の
う
ち
「
異
業
種
か
ら
学

ぶ
研
修
」（
セ
ミ
ナ
ー
型
）は
、


年
度
の
経
営
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
異
業
種
か
ら
学
ぶ
　
経
営

の
要
諦
」
が
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、

年
度
も
同
じ
テ
ー
マ

を
採
用
し
た
。
開
催
数
は
２
回

か
ら
４
回
に
増
や
す
。
異
業
種

の
経
営
方
針
、
人
財
育
成
を
学

び
、
自
館
の
今
後
の
経
営
に
役

立
て
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ
。

　
第
１
回
は
６
月

日
に
東
京

都
内
で
開
く
。
武
蔵
境
自
動
車

教
習
所
の

橋
勇
会
長
を
講
師

に
迎
え
、「
出
る
釘
は
伸
ば
す
」

と
い
う
人
事
理
念
の
基
「
人
と

し
て
の
成
長
」
を
応
援
す
る
同

社
の
経
営
姿
勢
や
取
り
組
み
内

容
を

橋
会
長
か
ら
聞
く
。
質

疑
応
答
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、

橋
会
長
を
交
え

た
懇
親
会
も
行
う
。

　
第
２
回
は
９
月
初
旬
に
福
岡

で
、
講
師
が
共
栄
資
源
管
理
セ

ン
タ
ー
小
郡
・
野
﨑
千
尋
社
長
。

第
３
回
は

月
末
に
高
知
で
、

講
師
が
ビ
ス
タ
ワ
ー
ク
ス
研
究

所
・
大
原
光
秦
社
長
。
第
４
回

は
来
年
２
月
に
京
都
で
、
講
師

が
合
同
会
社
お
も
て
な
し
創
造

カ
ン
パ
ニ
ー
の
矢
部
輝
夫
代
表

を
予
定
す
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
で
は
新

卒
３
年
目
の
離
職
率
が
全
産
業

の
中
で
最
も
高
く
、
人
手
不
足

が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
旅
ホ
連
で
は
入
社

２
～
５
年
目
の
社
員
を
対
象
に

「
若
手
社
員
研
修
」
を
開
く
。

こ
れ
は
若
手
社
員
の
定
着
、
同

世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が

目
的
だ
。
７
月
に
東
京
、

月

に
仙
台
、
来
年
１
月
に
名
古
屋

の
計
３
回
開
催
す
る
。

　
加
え
て
、「『
人
を
動
か
す
』

幹
部
を
育
て
る
研
修
」
を
８
月

に
東
京
、

月
に
大
阪
、

月

に
札
幌
、
来
年
２
月
に
福
岡
の

計
４
回
開
催
す
る
。
経
営
者
の

右
腕
と
な
っ
て
「
人
を
動
か
す

人
財
」
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と

ス
キ
ル
を
養
成
す
る
の
が
目
標

だ
。
対
象
は
、
次
世
代
経
営
者

や
経
営
幹
部
、女
将
、若
女
将
、

管
理
職
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
。

　
こ
の
他
、
財
務
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
経
営
者
研
修
」

や
「
経
営
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
旅
館
経
営
研
修
」
「
女
将
・

若
女
将
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・

女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
」
な

ど
、
多
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予

定
し
て
い
る
。
詳
細
は
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
」
や
、
や

ど
こ
む
に
掲
載
中
。

　
お
も
て
な
し
検
定
は
、今
年
、

計
画
立
案
か
ら

年
目
、
初
級

検
定
開
始
か
ら
９
年
目
を
迎
え

る
。
こ
れ
ま
で
の
延
べ
受
験
者

数
は
３
万
人
を
超
え
た
。
中
級

検
定
の
合
格
者
が
受
講
、
受
験

す
る
「
中
級
実
技
研
修
・
実
技

試
験
」
も
定
着
。
中
級
研
修
・

試
験
合
格
者
に
受
験
資
格
の
あ

る
「
上
級
検
定
試
験
」
は
今
年

２
回
目
を
迎
え
、
６
人
が
合
格

し
た
。
昨
年
の
合
格
者
と
合
わ

せ

人
が
上
級
検
定
試
験
合
格

者
と
な
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
昨
年
誕
生
し
た
初

の
上
級
合
格
者
５
人
は
、
お
も

て
な
し
検
定
委
員
会
の
小
口
潔

子
委
員
長
ら
と
共
に
昨
年

月

に
田
村
明
比
古
・
観
光
庁
長
官

を
表
敬
訪
問
。
「
顧
客
に
感
動

し
て
い
た
だ
け
る
カ
リ
ス
マ
レ

ベ
ル
」
が
求
め
ら
れ
る
上
級
合

格
ま
で
の
道
の
り
や
、
受
験
で

培
っ
た
ス
キ
ル
の
現
場
活
用
、

資
格
取
得
が
周
り
に
与
え
る
好

影
響
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
さ
ら
に
今
後
の
宿
泊
施
設

の
お
も
て
な
し
向
上
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
昨
年
に
続
き
今
年
度
も
、
９

月

～

日
に
ウ
ェ
ブ
上
で
行

わ
れ
る
初
級
、
中
級
試
験
に
つ

い
て
、
旅
ホ
連
会
員
施
設
の
従

業
員
が
受
験
す
る
際
に
は
、
受

験
料
を
１
千
円
補
助
す
る
。
加

え
て
、
公
式
テ
キ
ス
ト
を
一
般

の
半
額
で
販
売
し
て
、
受
験
を

後
押
し
し
て
い
る
。

　
今
年
度
試
験
の
受
験
申
し
込

み
は
６
月

～
８
月

日
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
専
用
ペ
ー

ジ
か
ら
受
け
付
け
る
。

　
お
も
て
な
し
検
定
に
つ
い
て

は
、
各
支
部
連
合
会
や
会
員
施

設
に
よ
り
取
り
組
み
方
や
活
用

法
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
４
月
号
で
会

員
施
設
の
活
用
事
例
や
上
級
合

格
者
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
旅
ホ
連
事
務
局
で
は
「
今
後

は
さ
ら
に
検
定
試
験
の
質
の
向

上
を
図
り
、
会
員
施
設
の
従
業

員
が
こ
ぞ
っ
て
受
験
す
る
よ
う

な
『
資
格
』
へ
と
価
値
を
高
め

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
「
ホ
テ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」
の
認
定

資
格
取
得
を
奨
励
し
て
い
る
。

ホ
テ
ル
で
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
実
務
知
識
の
体
系

的
な
習
得
と
、
資
格
習
得
に
よ

り
第
一
線
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
接
客
し

て
ほ
し
い
と
の
考
え
か
ら
だ
。

　
検
定
試
験
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

レ
ベ
ル
２
級
・
１
級
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類
。
受

験
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
試
験

が
受
け
ら
れ
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
る
。

　
受
験
に
際
し
て
旅
ホ
連
で

は
、
会
員
限
定
特
典
と
し
て
受

験
料
、
問
題
集
、
テ
キ
ス
ト
代

の
半
額
を
補
助
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
昨
年
は
テ
キ
ス
ト
や

問
題
集
の
購
入
が
前
年
比
１
２

５
％
と
増
加
。
受
験
者
数
は
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
２
級
４
３
１
人
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
１
級
５
０
０
人
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
の
合
計
９

９
２
人
と
な
り
、
前
年
比
１
７

４
％
と
大
幅
に
増
え
た
。

　
今
年
は
テ
キ
ス
ト
代
の
補
助

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
レ
ベ
ル
の
合
格
者
を
対
象

に
、
専
門
資
格
取
得
支
援
と
し

て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技

能
士
、
ソ
ム
リ
エ
・
シ
ニ
ア
ソ

ム
リ
エ
の
合
格
者
に
対
し
て
、

受
験
料
の
半
額
支
援
を
行
う
。

　
併
せ
て
、
和
食
文
化
の
正
し

い
理
解
と
継
承
や
も
て
な
し
レ

ベ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
た

「
和
食
検
定
」（
日
本
ホ
テ
ル
教

育
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
つ
い
て

も
、

年
度
か
ら
会
員
施
設
の

従
業
員
の
受
験
料
の
半
額
支

援
、
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
支
援

を
開
始
し
、

年
度
も
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。


